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【
襲
わ
れ
る
側
の
草
食
動
物
は
散
糞
性
】

一
方
襲
わ
れ
る
側
の
草
食
動
物
の
大
半
は
、
ボ
ロ
ポ
ロ

と
糞
を
何
処
へ
も
落
し
て
歩
く
。
一
定
の
所
に
排
便
す
る

こ
と
は
少
な
い
。

キ
リ
ン
、
シ
カ
、
ヤ
ギ
、
ゾ
ウ
な
ど
は
、
非
常
に
広
い

行
動
圏
を
移
動
し
な
が
ら
草
を
食
べ
て
い
る
の
で
一
定
の

所
に
は
排
便
し
な
い
。

あ
ち
こ
ち
に
落
し
て
い
る
方
が
天
敵
の
襲
撃
を
錯
乱
さ

せ
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
糞
と
未
消
化

の
種
や
実
を
撒
き
落
し
て
お
く
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

つ
羊
り
〃
散
糞
性
″
が
食
物
連
鎖
の
バ
ラ
ン
ス
を
支
え
る

一
助
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
排
便
に
よ
る
マ
ー
キ
ン
グ
と
繁
殖
】

そ
の
ト
ラ
の
マ
ー
キ
ン
グ
が
近
頃
、
目
立
ち
始
め
た
。

洗
え
ば
よ
け
い
に
ひ
っ
か
け
て
回
る
オ
ス
の
顔
が
血
走
っ

Ｉ
２
１
３

キ
ツ
ネ
な
ど
イ
ヌ
科
。
ア
ナ
グ
マ
、
イ
タ
チ
な
ど
イ
チ
タ

科
の
動
物
は
定
位
置
で
あ
る
。

ト
ラ
の
オ
ス
が
壁
に
向
っ
て
放
尿
す
る
時
、
少
し
で
も

高
い
所
へ
尿
の
臭
を
つ
け
て
お
こ
う
と
し
て
い
る
。
尿
の

位
置
が
体
格
を
示
す
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
少
し
で
も
巨

大
な
ト
ラ
で
あ
る
こ
と
を
見
せ
て
お
こ
う
と
い
う
の
だ
ろ

一
つ
。イ

ヌ
の
そ
れ
に
似
て
い
る
が
、
ト
ラ
の
オ
ス
は
後
ろ
へ

ピ
ュ
ー
と
か
な
り
の
勢
い
で
飛
ぶ
の
で
、
ぶ
つ
か
っ
た
尿

が
壁
一
面
に
と
び
散
る
の
で
褐
色
に
染
る
。

仔
細
に
見
る
と
尿
だ
け
で
は
な
く
糞
も
一
定
の
所
に
し

て
い
る
こ
と
が
分
っ
た
。

つ
ま
り
排
便
が
〃
定
位
性
〃
な
の
だ
。

何
故
ト
ラ
や
ラ
イ
オ
ン
の
排
便
の
位
置
が
決
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
他
の
動
物
は
ど
う
な
の
か
。
比
較
し
て
見

る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
分
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

【
襲
う
側
の
肉
食
動
物
は
〃
定
位
性
〃
】

ラ
イ
オ
ン
、
ト
ラ
、
ヒ
ョ
ウ
な
ど
ネ
コ
科
。
タ
ヌ
キ
、

そ
れ
は
ナ
ワ
パ
リ
を
示
す
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
先
住

者
が
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
が
、
餌
物
と
な
る
草

食
動
物
に
と
っ
て
は
、
そ
う
し
た
排
便
の
位
置
を
知
る
こ

と
で
、
遠
ざ
か
り
危
険
か
ら
逃
れ
る
こ
と
に
も
な
る
の
だ

が
、
そ
れ
で
も
肉
食
動
物
の
大
半
は
自
分
の
存
在
を
明
ら

か
に
す
る
定
位
性
排
便
が
多
い
。

よ
く
考
え
る
と
こ
う
し
た
糞
便
に
よ
る
ナ
ワ
パ
リ
の
指

表
は
、
ど
う
や
ら
仲
間
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ハ
ン
テ

ィ
ン
グ
テ
リ
ト
リ
ー
の
維
持
に
役
立
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
多
数
の
肉
食
獣
が
集
る
こ
と
は
、
草
食
動
物
が

激
減
し
て
い
く
。

そ
れ
が
ま
た
捕
食
者
の
肉
食
動
物
の
生
存
を
も
危
く
し

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
肉
食
動
物
の
〃
定
位
性
排
便
″
は
同
種

間
、
つ
ま
り
、
ト
ラ
と
ト
ラ
と
の
ナ
ワ
バ
リ
の
重
複
を
避

け
る
た
め
の
も
の
と
言
え
る
の
だ
。
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■

て
い
る
。

「
発
情
だ
な
／
」

見
事
に
予
感
が
的
中
し
た
。
お
よ
そ
７
日
間
の
交
尾
期

を
迎
え
た
あ
と
、
伽
日
め
の
早
朝
。

昭
和
詑
年
皿
月
犯
日
。
ベ
ン
ガ
ル
ト
ラ
の
メ
ス
（
ア
イ
）

が
双
子
を
生
ん
だ
。

母
親
の
体
重
剃
均
位
。
そ
れ
に
し
て
も
子
ト
ラ
は
小
さ

く
１
噂
は
う
つ
伏
せ
た
ま
ま
動
き
も
せ
ず
眼
も
閉
じ
、
泣

声
も
弱
々
し
い
。
猛
獣
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
程
、
小

さ
な
赤
ち
ゃ
ん
で
あ
る
。

ど
う
や
ら
双
子
の
よ
う
だ
が
母
親
の
ア
イ
が
向
う
側
に

抱
き
か
か
え
て
い
る
か
ら
、
子
の
姿
を
見
る
の
に
時
間
が

か
か
っ
た
。

「
双
子
が
固
っ
て
い
る
」

勺

小
さ
な
体
を
ピ
ッ
タ
リ
寄
せ
あ
う
よ
う
に
頭
を
並
べ
眠

っ
て
い
た
子
ト
ラ
は
、
た
っ
ぷ
り
乳
を
飲
ん
だ
か
ら
、
泣

声
も
だ
さ
ず
に
眠
っ
て
い
ま
し
た
。

も
し
、
授
乳
で
き
な
い
ま
ま
な
ら
、
子
は
、
バ
ラ
バ
ラ

に
歩
き
回
り
さ
か
ん
に
泣
く
は
ず
。

母
親
が
水
呑
場
に
立
上
っ
た
ら
反
射
的
に
双
子
が
固
る

の
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ト
ラ
や
ラ
イ
オ
ン
の
子
は
猛
々
し
い
親
に
似
ず
未
熟
な

子
で
体
重
生
後
１
噂
前
後
。
生
後
２
カ
月
位
ま
で
は
手
掴

み
で
抱
き
上
げ
る
ほ
ど
弱
々
し
い
。

ト
ラ
の
生
活
は
、
基
本
的
に
は
単
独
生
活
な
の
で
母
親

だ
け
で
子
育
て
を
す
る
。

動
物
園
で
も
オ
ス
と
メ
ス
は
発
情
期
の
ほ
か
は
激
し
く

争
う
の
で
オ
ス
を
別
居
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

自
然
界
で
も
母
親
は
倒
木
や
岩
穴
の
中
で
子
を
生
み
育

て
ま
す
が
、
時
折
り
子
を
置
い
て
餌
物
を
捕
え
に
出
か
け

ま
す
。そ

ん
な
時
、
子
が
不
用
意
に
動
き
だ
し
た
こ
と
か
ら
誤

っ
て
転
落
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
母
親
が
口
で
唾
え
て

元
に
戻
し
ま
す
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
を
見
た
の
で
し
ょ
う
。

「
ト
ラ
は
千
例
の
谷
に
落
す
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
決

し
て
突
き
落
す
な
ど
し
ま
せ
ん
。

母
親
（
ア
イ
）
は
係
員
の
気
配
を
知
る
と
、
そ
ろ
り
、

と
唾
え
て
は
部
屋
の
奥
へ
隠
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

食
肉
目
ネ
コ
科

ト
ラ
、
（
ベ
ン
ガ
ル
）
母
親
、
北
九
州
到
津
遊
園
生
ま
れ

（
分
布
）
ネ
パ
ー
ル
、
中
国
東
北
部
、
ア
ム
ー
ル
、
ウ
ズ

リ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
針
葉
樹
林
。
落
葉
樹
林
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
に
住
む
。

父
親
ロ
ッ
ク
、
母
親
ア
イ
、
帥
年
２
月
生
ま
れ
。

生後4 0 日のベンガルトラ

１
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佐！本
産Ｉ科

4コといつし｡<Lそ
，蕊

総；
i蕊騨嬢

鱗

赤ちゃん

津山いずみちゃん(昭和6 3 . 9 . 1 4生）
神戸市北区在住
“女の子らしく素直な、やさしい子に
なってね〃愛

☆佐本産科・婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通４－１－１５
公575-1024(病室壷576-9639）
市バス上沢４停南スグ

実験交流サロン

シアターーー･ ポシェット
１月の公演

2 2 日（日）１３：３０ファミリーコンサート（有料）

☆シアター利用のご案内
●曜日、時間／土、日曜日（通常）A M 1 0 : O O - R M 8 : O O
e 賛用／ﾎ ｰ ﾙ 設倫の使用無料｡ 光熱､ 空調､ 管理災のみ実費
･ 付帯殴備／グランドピアノ・エレクトーン‘録音、音聯機器、ミ
キサー､ 照明コントローラー・テープレコーダー､ マイク、映写機等
・お申し込み、お問い合わせ
そごう前センター街東南角、さんちか入口
〒６５o 神戸市中央区三宮町１丁目５－１住友銀行ビル６Ｆ
佐本小児歯科佐本進壷３３１－６３０２～３

『
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※順不同

豆

モダンダンス

今岡煩子舞踊団

今岡頚子・加藤きよ子

神戸市中央区三富町１－５
T E L O 7 8 - 3 9 1 - 1 5 1 8

盛物。いけぱな

知香流

家元成瀬香梅

神戸市漣区深田町２－３－４
ＴＥＬ0 7 8 - 8 5 1 . - 8 1 1 3

( 財) 小原流

理事長小原夏樹

神戸市束溌灰伴吉山手４－１２－７０
T E L O 7 8 - 8 1 1 - 0 8 7 1

神 戸

ネオトロピカル協会

会長森美代子

神戸市中央区山本通２－２－７
T E L O 7 8 - 2 2 2 - 5 8 7 5

2 ４２－５６９０

あなたを、新発見

サロン・ド･ ポートピァ
文化教室

ボー１，ピアホテル

神戸市中央区港島中町６－１０－１
T E L O 7 8 - 3 0 2 - 1 T 1 1

F A X O 7 8 - 3 0 2 - 6 8 7 7

フラワーデザイン
「花のかたち」より

｢ 花のところ」を伝えたい

マミフラワー
デザインスクール

神戸教室
はなくりえ一しょん

（神戸大丸６Ｆ〕

寺尾啓子
神戸市東漣区岡中町５－１－１２
束鯉スカイマンション7 1 0

ＴＥＬ･ F A X 0 7 8 . - 4 5 3 . - 3 4 6 2

別
世
紀
へ

朔
び
立
つ

慧
蕊，

岸
Ⅷ
《
Ⅱ
忠
混
凸
ぜ
み
戸
Ｒ
ｕ
ワ
ー
Ｌ
●
Ⅵ
呈
理
。
ｒ
‐
宅
８
Ｎ
”
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１
１２１１
１ ？

今
、文

化
は

神
戸
か
ら

蕊
寧型

叢
一
九
八
九
元
旦

須磨寺

小池義人

神戸市須磨区須磨寺町４－６－８
T E L O 7 8 - 7 3 1 - 0 4 1 6

橋本幸子バレエ研究所

クラシックバレエ橋本幸子

クラシックバレエ生徒募災入会随時
花磯中央通り（山手教室）

神戸市中央区花隈町３３‐2 ４
ＴＥＬ0 7 8 . . 3 4 1 - 1 8 8 4

貞松・浜田

バレエ学園・バレエ団
貞松融・浜田蓉子

r聯;鷲
Ｉ神戸文化大ホール
ー－－

佳生流華道

家元西村雲華
副家元西村公延

神戸市中央区野崎通３－－３－２１
ＴＥＬ0 7 8 . . 2 2 1 . . 6 2 3 9

専正池坊

家元諸泉祐陽

神戸市東灘Ⅸ作吉山手３－２．．２１
T E L O 7 8 - 8 1 1 - 1 6 0 1

みやび流押絵

二代目家元小西絹甫

芦屋市公光町３. ‐１５
T E L O 7 9 7 - - 3 4 - 1 0 0 1

※芦隠裁宰; 煤集中
ラポルテ４Ｆ朝日カルチャーセンター内

T E L O 7 9 7 - - 3 8 - 2 6 6 6
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清元延柳
芦屋市高浜町８－３－２４３
T E L O 7 9 7 - 2 3 - 0 8 8 7

稽古場／大阪心､ 斎橋ジ十ノメミシソ６Ｆ
ＴＥＬＯ６－２１２－２７６７

２１３－０７１５

芦屋市束芦屋町ライラック洋品店
T E L O 7 9 7 - 2 2 - 3 4 3 0

皿
世
紀
へ

潮
び
立
つ

舞子焼末汎窯

南汎

丹波延年窯

市野弘之

神手市西区神出町広谷6 2 3
ＴＥＬＯ７８－９６５－２２４４

多紀郡今田町I - E 立抗
T E L O 7 9 5 - 9 7 - 2 2 1 2

L ｣

社 団法人

能楽協会神戸支部
吉井順一

神戸市中央区多聞通３－１
族川神社神能殿内

ＴＥＬＯ７８－３７１－１３５８

久田観正会

観世流能楽師久田徹二

明石市朝霧山手町２２－７
ＴＥＬＯ７８－９１１－９５１３

害
。
望
月
美
佐

日本舞踊
花柳Ｉ流
花柳五三軸

神戸市長田区西山町４－７－u
T E L O 7 8 - 6 2 1 - 3 2 0 9

6 9 1 - 3 1 4 0

教室／長田交差点東側泉屋ビﾉ ﾚ ４Ｆ
ＴＥＬＯ７８－５７６－７７２５

※順不同

１
１２８
１

大和楽
蘭の会

総謬慧大和三千世
神戸市中央区中山手通７－１－１５

T E L O 7 8 - 3 4 1 - 3 6 5 3

靴

花柳流日舞教室

花柳芳一勢

神戸市兵庫区下抵園町1 0 - 1 2
T E L O 7 8 - 3 6 1 - 4 5 0 9

日 本舞踊

吾妻流
吾妻秀扇

神戸市灘区榛原北町４－１１－８
ＴＥＬＯ７８－８８１－０６８０

日本舞踊

若由・’△、＝『
若柳吉由二
第1 6 回若由会公波
５月2 1 日（日）国際会館

神戸市垂水区平磯４－２－３
T E L O 7 8 - 7 0 6 - 0 1 1 3
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１
１２９
１

▲

今
、文

化
は

神
戸
か
ら

愚

紐

:雛?患

ｆ姥Ｌソ

』聯：競函

1戸台』ｊＬ&由Ｉ;綴。
一
九
八
九
元
旦

いけばな

草月流
森丹草

西宮市甲子園浦風町1 ８．１７
ＴＥＬ0 7 9 8 . 4 7 ・‐3 5 9 6

学校法人行吉学園
神戸女子大学
神戸女子短期大学

理事長･ 学長行吉哉女
神戸市中央区中山手通２－２３－１

ＴＥＬ0 7 8 . . 2 3 1 . ユ0 ０１

モダン・ゲンス

エコール・プラン・オオサヮ

大沢範子
神戸市中央区山水通５．－１３－９

再度ハイツ1 0 1
ＴＥＬＯ７８－３５１－３４１８

がれりや馬亜乃
木彫村上喜平
染色白石弘子
神戸市巾央区北野町４．９．－６

伊腿マンシロン2 １
ＴＥＬ０７８．．．２４２－５００５

財団法人

神戸市民文化振興財団

理事長宮崎辰雄
村病市中央区三富町１．．９．‐１

ＴＥＬ0 7 8 - 3 3 2 . . 3 3 2 0

い けばな

ハ原流

亀島豊鶴
神戸市長田区片山町２－１
ＴＥＬ0 7 8 . , 6 4 2 ‐1 7 5 8

国際ソロプロチミスト神戸東

会長西村多枝子

聯務局／芦屋市船戸町４－１－４１５
瑛井多漁子

ＴＥＬＯ７９７‐3 1 8 2 8 8

神戸z コンサート協会

代表中筋栄一

神戸市兵庫区淡川町３－３－２
ＴＥＬ０７８．．５１１－５浬３

木彫

はちのす会
渡辺、・生
渡辺ニユ空
西宮市千歳町４．．１２
ＴＥＬ0 7 9 8 - . 3 2 . . 3 3 0 0

財 団法人

兵庫県文化協会

理事長山本敏雄
神戸市中央区下山手通４－１６－３

ＴＥＬＯ７８－３２１－２１３１
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神戸市兵庫区馬場町１－３
ＴＥＬＯ７８－３５０－２３３０

神戸市須磨区離宮前町１－６－２３

文
化
は

神
戸
か
ら

別
世
紀
へ

潮
び
立
つ

今
、

歌誌「高嶺」神戸支社 新春のごあいさつを
申し上げます

武田芳一 ( 瞬涯）
1 9 8 9 年１月１日
文学5 0 年末成就

代表飛松質母

１
１３０
１

ＴＥＬＯ７８－７３１－５４４９

戸

▲

※ 順不同

書
・
望
月
美
佐

九
八
九
元
旦

４

声楽ソプラノ

今井勲子

神戸市来漣区御影町丙平野伊賀塚2 ０
ＴＥＬ0 7 8 . 8 1 1 . - 6 6 8 9

神戸マリンバソサエティ

q

宮 本慶子

神戸市灘区曽和町２．．４‐７
ＴＥＬ0 7 8 - . 8 2 1 - 6 8 3 8

初心者から免状授与まで
丁一トフラワー・アンティ・・クフラワ
ー・パンフラワー・フラワーデザイン
フラワーコーディネイター義成・彫金

タカコアートスクーノレ
天野剛子

６月初旬展示会を開催
場所グラシアニ邸（中央区北野町）
お誘い合わせのうえ、お越i _ , 下さい
※沖くは通話にてお問い合わぜF さい。
神戸市中央区北野町２－１６－２７

ＴＥＬＯ７８－２４１－３３５５

大阪市北区掴野町４－１１
朝日プラザ梅田4 ｏ４

ＴＥＬＯ６・3 7 6 - 1 4 1 4

※その他、文化教室は近畿一円に

声楽メゾ・ソプラノ

井上和世

神戸市巾央区再度山大飽寺
ＴＥＬ0 7 8 - - 3 7 1 - . 5 8 3 8

塗睡眠当の花

ＲＩＴＺＦＬＯＲＡ

長浜リツコ

制戸市滋| X 篠原北町３．．５．９
ＴＥＬ0 7 8 - 8 8 1 . . 8 5 0 0

二紀会兵庫県支部

支部長高｜埼研一郎

神戸市西区学側西町７－３７１０－１０２
T E L O 7 8 - 7 9 2 - 0 2 3 0

芸大・美大受験実技指導

初田美術研究所

所長初田寿

神戸市中央区北長狭通５－１－２
ＴＥＬ0 7 8 - . 3 5 1 - 6 2 6 0
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山田針長夫人を囲んで

黙
騨
蕊
蕊
謹
錘
紳
謹
鐸
羅
饗
簾
軒
講
蕊
蕊
蕊
露

務
局
長
、
伊
東
中
央
区
区
長
、
め
る
「
六
段
」
が
三
琴
ピ
ル
に
井
波
み
え
子
、
沢
田
和
子
、
青
紅
い
醤
蔽
の
花
を
持
っ
て
、
新

そ
し
て
師
匠
の
花
柳
芳
五
三
郎
移
っ
て
十
周
年
目
を
迎
え
、
そ
木
瑞
穂
、
足
立
喜
久
子
、
井
上
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
へ
お
出

夫
妻
、
佐
野
蓮
箕
、
重
里
文
雄
、
の
お
祝
い
の
集
い
が
ｕ
月
四
日
香
代
子
さ
ん
た
ち
熟
女
は
イ
タ
ま
し
下
さ
い
」
と
、
ご
招
待
。

谷
村
陽
介
、
大
和
一
一
一
千
世
さ
ん
に
国
際
会
館
８
階
の
宴
会
場
で
リ
ァ
語
の
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
望
月
美
佐
、
藤
本
ハ
ル
ミ
、

ら
多
彩
な
顔
ぶ
れ
だ
っ
た
。
開
か
れ
た
。
神
戸
新
聞
編
集
委
河
秘
牽
珍
酢
両
神
”
や
和
琴
”
銚
鋤
確
認
、
一
濡
野
掩
嘩
諦
蒜

溌
鍵
識
斡
鱗
濡
蕊
繍
窪
灘
群
雛
鮮
か
つ
談
一
鮭
騨
噸
灘
震

輔
会
の
門
下
生
た
ち
。

先
輩
に
も
当
る
北
嶋
長
田
区
長

会
が
開
催
さ
れ
、
約
加
名
が
集

さ
れ
た
花
柳
五
三
輔
師
を
祝
う

☆
神
戸
市
文
化
奨
励
賞
受
賞
の
★
山
菜
料
理
「
六
段
」

と
同
窓
で
あ
る
神
撫
会
、
五
三

ホ
ー
ル
館
長
と
、
長
田
高
校
の

の
神
戸
市
文
化
奨
励
賞
を
受
賞

ル
「
真
珠
の
問
」
に
、
本
年
度

っ
た
。
発
起
人
は
、
妹
尾
文
化

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

花
柳
五
三
輔
師
を
祝
う

出
席
者
に
は
、
土
井
芳
子
婦

ｎ
月
岨
日
の
夜
。

花柳霊三輔氏を囲んで

す
る
各
界
の
人
々
、
お
よ
そ
２

全
国
加
工
水
産
食
品
協
会
の
助

と
り
、
中
村
心
瞳
大
師
範
の
尺

西
雄
一
さ
ん
が
乾
杯
の
音
頭
を

た
。
六
甲
全
山
の
会
会
長
の
大

百
人
が
お
祝
い
に
か
け
つ
け

川
助
六
さ
ん
な
ど
神
戸
を
代
表

八
演
奏
、
松
本
尚
蒔
さ
ん
の
舞

ん
、
詩
人
の
君
本
冒
久
さ
ん
、

い
が
集
い
に
花
を
そ
え
た
。

新
装
開
店
・
十
周
年
コ
ン
サ
ー
ト
で
熱
唱
／
，
演
出
家
の
岡
田
美
代
さ
ん
が

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
ｎ
月
訂
日
の
午
後
５
時
よ
彼
女
を
め
ぐ
る
二
十
人
の
女
性

旅
に
出
か
け
、
ま
た
年
末
も
上

″
熟
女
塾
″
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

井
上
佳
子
、
福
井
尚
子
、
服
部

弘
子
、
楠
本
万
里
子
、
広
田
慶

百
名
の
観
客
は
う
っ
と
り
。
中

熟
女
た
ち
の
熱
い
歌
声
に
、
約

開
か
れ
、
日
頃
の
成
果
を
競
う

本
幸
三
さ
ん
の
門
下
生
が
集
う

子
、
喜
多
洋
子
、
浦
上
諒
子
、
灘
鰯
繍

西
幸
子
、
永
江
征
子
、
馬
淵
禎

り
、
生
田
新
道
の
ム
ー
ン
ラ
イ
た
ち
に
「
そ
れ
ぞ
れ
、
三
本
の

☆
輝
や
か
し
き
熟
女
た
ち
☆
帥
本
の
紅
い
葎
菩

ト
ビ
ル
五
階
の
「
ラ
ン
タ
ン
」

に
お
い
て
、
関
西
二
紀
会
の
松

１
１３
１

美しき熟女たち勢揃い

海
、
仙
台
の
旅
へ
と
。
若
い
若

本
に
囲
ま
れ
て
「
六
○
歳
は
、

岡田美代さんを囲んで

た
ち
が
捧
げ
る
紅
い
薪
蔽
六
○

ど
神
戸
で
活
躍
し
、
岡
田
演
出

い
／
、

や
れ
な
紅
華
の
宴
を
開
い
た
。

三
度
目
の
成
人
式
」
と
、
お
し

で
日
頃
つ
き
あ
い
の
多
い
女
性

こ
の
後
、
大
好
き
な
中
国
の

☆
神
原
の
集
い
か
ら
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く大和銀行三宮支店支

コウベもファッション･ ソサエティ

店長＞

Ｓ｣厩
１１月1 8 日（金）のマンスリーサロン
は、大和銀行三宮支店支店長の金丸収
蔵さんをお迎えして、大和銀行独自の
経営理念とともに、情報化時代におい
て金融機関は果たしてどういったサー
ビスを行なっていけるか、その可能性
を、また今後金融機関が社会に果たす
べき役割等をお話ししていただいた。
「大和銀行の創業者は戦前の野村財

閥を築いた野村徳七というものです。
徳七氏は、明治3 7 年に父から譲られた
店に国債株式現物問屋野村徳七商店と
いう看板を掲げました。これが野村財
閥のもとになったのです。当時、数多
くの株屋があった中で、抜きんでて成
功した一因は、日露戦争後の株価の暴
落にあります。徳七氏は、半落すると
いうよみの前ですべて“売り”にで
て、巨大な富を得ました。その後、欧
米使節に出かけ、それがこの銀行の設
立の対･ 象になったのです。アメリカは
都市銀行的な性格が強く、影響をうけ
た徳七氏は自分の株を確実な金融の裏
付けのもとに営業されるべきだという
信念のもとに大正７年に、この銀行を

上鑓蝿墨画露・・謹扉電、斜，銭 . １識鍵群 E … ､

事務局／神戸市中央区東町１１３－１大神ピル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ, 0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6袖戸ファッション市民大学ＯＢによるクツレープ

禅i 戸のファッション都市化をめざす
jⅧＷｒＳ１４２

⑭1 1 月のマンスリーサロン この後、野村銀行が大和銀行に至るま
であらゆる出来事の中で、いかされて
います。
特に、ワンマンといわれた寺尾頭取
の時代におきた分離問題の中で、最も
大きな意味をなしていると思います。
大蔵省の高橋銀行局長が、“信託”を
分離するよう行政指導をしたのです
が、寺尾頭取が“自主独往”の精神で
信託を守りぬいたのです。
最近の大和銀行のトピックスとして
は大阪でおこなわれる“花と緑の博覧
会”において融資先の会社で大輪会を
つくり水をテーマにしたパビリオンを
だしたり、大阪府に青少年センターを
寄贈したりと新聞紙上を賑わし、従来
の大和銀行ではない動きをしていま
す。一つの銀行が独自のカラーをだす
ことによって、大きく流れが変われば
と思ってます｡ 」

" 自主独往" の
講師金丸収蔵氏

精神による成長を

132

●ＫｏＦｏＳの新年会
毎年、恒例の新年会。今年も有馬へ１
泊２日…。
日時１月1 6 ～１７日

阪急六甲１５：００出発（直接行か
れる方は現地１７：００着）

場所ＶＩＶＩ有馬
（北区有馬町石倉4 0 6 - 3
密（07 8）9 0 4 - 0 0 1 7

会費￥1 ３，０００（うち￥3 , 0 0 0 は会が
負担）

鐙騨
雛
鍛
蕊
・
…
．
、
藩
．
穂
識
鱗
鴬
騨
醗
鵜
雰
・
静
、
欝
韓

金丸収蔵氏

設立しました。
昭和に入りまして、当時大阪では住

友銀行が、他の追随を許さない、強力
な銀行でして、それと桔抗のできるく
らいの銀行をつくろうと、３行合併問
題( 山口銀行・鴻池銀行・三十四銀行）
がおき、野村銀行にもその話がきて、
４行で合併しようという動きになって
いったのです。銀行の役員も、合併や
むなしまでにきたのですが野村徳七氏
がガンとして首をたてにふらなかった
のです。この時の徳七氏の方針をひと
つの言葉で説明いたしますと、“自主
独往" ・意味はまさに字のとおり、
“我が道をいく”です。この精神は、
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篭

可

；鍵撫

嘩
新
年
宴
会
予

‘銭蕊

HEIDESAND ；固
恭
海
舞
産
潔
総
葉
溌
に

腰鷲

それは､ 感動を呼ぶビスケットの名作 蕊

133

おいしさ競い合う５つの名f 唇一
芳醇な発酵バターに､ ナッツやチョコレート

を黄沢に使い焼きあげました
￥50 0 ( 1 0包入）・￥2 0 0 0 ( 4 0包入）
￥30 0 0 ( 6 0包入）・￥50 0 0 ( 1 0 0包入）

鶴
＃
徽
蝋
繍
繍
燕
繍
繍

コテハイム

満足コース

夢

談
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鶏
灘

ひ
ょ
う
ご
文
化
の

核
と
な
っ
て
加
年

１
１３４
１

鍵議譲鍵鍵鱗鍵鱗
話題のひろば蕊灘雛灘灘鯛識灘蝋《ザ

# 鍵1 蕊識蕊螺鍵

＜Ⅱ＞

;蕊豊 霊
J ［唾写品F ■ F b u

:;鍵議：
蕊騨iｉＩ

■
兵
庫
県
民
会
館
開
館
加
周
年
感
謝
の
集
い

財
団
法
人
兵
庫
県
民
会
館
が
、
下
山

手
四
丁
目
の
栄
光
協
会
の
隣
り
に
白
亜

の
十
一
階
建
て
が
誕
生
し
た
の
は
、
昭

和
四
十
三
年
七
月
十
三
日
の
こ
と
だ
。

こ
の
県
民
会
館
が
、
二
十
周
年
を
迎

え
て
十
一
月
二
十
六
日
の
夜
、
十
一
階

ホ
ー
ル
で
開
館
二
十
周
年
感
謝
の
集
い

が
開
か
れ
、
約
百
五
十
名
が
集
っ
た
。

三
木
副
知
事
は
「
金
井
知
事
時
代
に

誕
生
し
た
ひ
ょ
う
ご
の
文
化
拠
点
で
、

五
十
二
年
に
は
〃
県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
″
を
開
設
、
五
十
五
年
に
は
兵
庫

県
文
化
協
会
が
管
理
運
営
し
、
五
十
六

年
に
は
一
階
の
特
別
展
示
室
を
開
き
、

五
十
七
年
に
は
、
ふ
る
さ
と
資
料
室
、

今
年
は
〃
す
ず
か
け
ビ
デ
オ
劇
場
″
を

開
設
し
、
県
民
に
愛
さ
れ
る
県
民
会
館

に
成
長
し
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
。

当
夜
は
、
神
戸
、
全
兵
庫
県
の
議
員

さ
ん
た
ち
や
、
県
会
民
生
生
活
常
任
委

員
会
の
議
員
、
小
林
武
雄
半
ど
ん
の
会

代
表
他
、
沢
山
の
文
化
人
、
文
化
協
会

役
員
、
各
地
域
文
化
団
体
の
会
長
、
山

本
敏
雄
兵
庫
県
文
化
協
会
理
事
長
た
ち

が
集
い
、
五
代
目
館
長
の
武
市
華
久
美

さ
ん
も
に
こ
や
か
。

毎
月
一
万
四
千
人
近
い
人
が
利
用
す

る
県
民
会
館
は
、
県
民
の
文
化
オ
ア
シ

ス
だ
。特

に
よ
く
利
用
さ
れ
る
の
は
、
兵
庫

県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
大
展
示

室
は
妬
％
の
利
用
率
と
い
う
か
ら
、
い

か
に
文
化
の
時
代
か
が
よ
く
判
る
。

毎
土
曜
日
の
午
後
一
時
三
○
分
か
ら

県
民
図
書
館
所
有
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
で

放
映
す
る
〃
す
ず
か
け
ビ
デ
オ
劇
場
″

も
、
今
人
気
が
高
い
。

]f蕊

Ｆ'

舞
鰯
鰯
鰯
謹瀞識､'葛鍵ヨ

シ錨鋲

雛::、
灘“
邸ｍｆ１堅酔

兵庫県民会館開館2 0 周年感謝の集いに中央／三木副知事を囲んで大集合
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蕊

■
神
戸
ネ
オ
ト
ロ
．
Ｘ
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

「
棚
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
自
粛
ム
ー
ド

で
、
タ
キ
シ
ー
ド
を
着
る
チ
ャ
ン
ス
が

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ら
、
ネ
オ
ト

ロ
の
お
招
き
で
晴
れ
を
い
た
し
ま
し
た

今
宵
は
楽
し
い
夜
に
ノ
．
」
と
、
乾
杯
の

音
頭
を
と
っ
た
の
は
長
津
大
丸
神
戸
店

々
長
。十

二
月
十
五
日
（
木
）
の
午
後
六
時
半

神
戸
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル
協
会
（
森
美
代

子
会
長
）
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

は
、
ひ
か
え
め
に
と
会
員
の
み
約
百
人

が
集
っ
て
〃
佃
年
を
送
る
白
い
キ
ャ
ン

ド
ル
〃
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
。
会
場

は
新
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
最
初
九

階
の
教
会
で
ジ
ャ
ン
メ
ル
オ
ー
神
父
の

講
話
と
オ
ル
ガ
ン
に
よ
る
〃
聖
し
こ
の

夜
″
の
合
唱
。
十
階
の
真
珠
の
間
の
ゆ

っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
ホ
ー
ル
で
東

京
か
ら
服
部
良
一
（
作
曲
家
）
夫
妻
、

高
木
東
六
さ
ん
ら
も
参
加
。

森
会
長
は
「
天
皇
陛
下
の
お
加
減
が

お
悪
い
の
で
、
東
京
の
大
夜
会
も
中
止

に
な
り
ま
し
た
が
、
神
戸
は
会
員
だ
け

で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
パ
ー
テ
ィ
を
開
く

こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く
、
い
い
出
会
い

を
い
つ
も
心
掛
け
て
下
さ
る
神
戸
の
ス

タ
ッ
フ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
ス
ピ

ー
チ
。
羅
清
水
さ
ん
は
カ
ン
ツ
オ
ー
ネ

と
中
国
の
歌
、
ま
た
高
木
先
生
の
ピ
ア

ノ
で
〃
か
も
め
″
を
唄
っ
て
拍
手
を
受

け
た
。
（
ピ
ア
ノ
は
中
村
磨
美
）
井
上
・

森
原
コ
ン
ビ
の
模
範
演
技
は
鮮
や
か
で

ダ
ン
ス
の
醍
醐
味
だ
。
ネ
オ
ト
ロ
ダ
ン

ス
教
室
の
四
年
間
の
レ
ッ
ス
ン
で
、
会

員
の
ダ
ン
ス
も
楽
し
く
、
神
戸
ネ
オ
ト

ロ
ら
し
い
集
い
だ
っ
た
。

鱗# 鱗

ｉ
ｌ３５
１

ｉ
＃ i雛ﾐ．慰驚細熱蝋亀．

話題のひろば繍繊 蕊

;韓修

＜Ⅲ＞管驚" 毒螺

鋼
蝉
剛
円
Ｌ

“.私

( 左上）優雅に踊る会員たち。（中左）井上・森原の模範ダンス（左中）あいさつする森会長（右上）ジャンメルオー神父の法話
( 左下）喜びの鬼塚氏（下中）中国歌を唄う羅さん（左下）服部良一夫妻・高木東六、森会長を囲んだ会員たち

： 朗
年
を
送
る

ｙ白
い
キ
ャ
ン
ド
ル
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Ｆ
１
Ｋ
Ⅱ
〜
Ⅱ

Ｋ
Ｏ
神
戸
を
福
祉
の
街
に

ぼ
く
、
ど
こ
に
で
も
い
る
カ
バ
で
す

ｌ
福
祉
の
文
化
“
の
創
造
へ

竿

〈
Ⅷ
〉 1３

目
ぼく庫腫震嬉

、, 斌霊二

癖
・
呼
綴

に
立
っ
て
人
権
問
題
を
考
え
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

新
し
い
価
値
を
見
つ
け
出
し
、
福
祉
の
文
化
を
創
造
し
て

い
く
こ
と
が
協
会
の
一
つ
の
使
命
で
す
」
と
語
り
か
け
た
。

同
時
に
こ
の
席
で
協
会
が
別
間
年
を
機
に
出
版
し
た
絵

本
「
ぼ
く
、
ど
こ
に
で
も
い
る
カ
バ
で
す
」
が
披
露
さ
れ
た
。

こ
の
絵
本
の
出
版
の
ネ
ラ
イ
を
冊
子
か
ら
引
用
す
る
と

「
私
た
ち
と
同
じ
地
域
社
会
に
、
身
体
の
不
自
由
な
子
ど

霧 震堰鴛噸
。霜

響§

蕊_篭

今
か
ら
加
年
前
の
昭
和
妃
年
加
月
に
西
宮
市
内
に
「
心

身
障
害
児
福
祉
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
と
い
う
小
さ
な
民
間
団
体

が
誕
生
し
た
。
５
年
後
の
昭
和
妃
年
に
は
そ
の
名
称
を

「
兵
庫
県
心
身
障
害
児
福
祉
協
会
」
と
改
め
、
神
戸
市
内

に
も
事
務
所
を
開
設
。
発
足
以
来
障
害
を
も
っ
た
子
供
た

ち
の
言
語
訓
練
、
機
能
訓
練
、
触
・
視
知
覚
訓
練
、
感
覚

統
合
訓
練
な
ど
行
政
に
先
が
け
て
次
々
と
新
し
い
療
育
活

動
を
始
め
て
き
た
。
ま
た
車
イ
ス
で
の
ハ
ワ
イ
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
へ
の
旅
、
キ
ャ
ン
プ
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
障
害
児

関
係
の
図
書
室
の
開
設
、
啓
発
運
動
、
重
度
障
害
者
介
謹

主
婦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
民
間
団
体
と
し

て
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
を
企
画
し
、
実
施
し
て
き
た
協
会
が

昨
年
の
ｎ
月
で
創
立
加
周
年
を
迎
え
た
。

ｎ
月
６
日
に
は
加
周
年
を
迎
え
て
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

の
神
戸
国
際
会
議
場
で
記
念
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た

こ
の
席
で
協
会
の
今
井
鎮
雄
理
事
長
は
「
こ
の
加
年
間

に
社
会
は
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
の
時
代
に
な
り
、
人
間
が
非
人
間
化
す
る
時
代
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
と
、
人
間
が
人
間
ら
し

く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
、
す
な
わ
ち
弱
い
人
の
側

鴇

〈
睡
趣
稚
評
霊
羅
誌
霊
〉

橋
本
明藍踊

t 荘

コズ

」蕊;謹織
、’

閏些‘』当面生割

も
、
発
達
の

お
く
れ
た
子

ど
も
た
ち

も
、
み
ん
な

，塚
と
同
じ
よ
う

謹誇
に
毎
日
を
送

電
っ
て
い
ま

嚇
す
。
そ
し

い峰
て
、
そ
れ
は

鑑
何
の
不
思
議

誌
も
な
い
こ
と

２０

な
の
で
す
。

障
害
が
あ
る

聴鰯 『鴬４，:iV蕊蕊Ｉ
１
１３６
１
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可

て
も
こ
わ
い
顔
に
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う

ひ
と
つ
の
障
害
を
も

っ
て
い
る
。
こ
の
障

害
を
と
り
除
く
こ
と

は
ど
う
し
て
も
で
き

か
ら
と
い
っ
て
み
ん
な
と
は
違
う
地
域
社
会
や
生
活
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
お
年
寄
り
に
少
し
手

を
貸
し
た
り
、
大
き
な
声
で
お
話
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た

り
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
何
ら
か
の
手
助
け
が
必
要
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
。
障
害
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
み
ん
な
が

同
じ
社
会
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
だ
と
す
る
〃
基
本
的
人

権
の
尊
重
〃
の
考
え
を
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

こ
と
ば
で
表
わ
し
ま
す
。
こ
の
考
え
方
を
幼
い
心
に
し
っ

か
り
芽
生
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
誰
も
が
も
っ
と

住
み
よ
い
社
会
が
育
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
し

い
福
祉
思
想
で
あ
る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方

を
絵
本
に
託
し
て
幼
い
子
ど
も
た
ち
に
届
け
た
い
と
考
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
が
絵
本
の
中
か
ら
誰

に
教
え
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
く
こ
の
考
え
を
そ
れ
ぞ
れ
の

心
の
中
に
自
然
に
受
け
入
れ
、
福
祉
の
原
点
で
あ
る
他
者

絵本の出版記念パーティー

いは力にとしを出つるか代持いに
時、（登こあま企版てこせＩこをや対
脇 < 掌鮮k W i 繊壕醐麗
つしんる本－た布の願れず世気思

な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
障
害
を
障
害
と
し
て
ま
わ
り
の
人

た
ち
が
そ
れ
を
あ
る
が
ま
ま
に
受
け
止
め
れ
ば
障
害
は
障

害
で
は
な
く
な
り
、
そ
こ
か
ら
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
始
ま
る
の
だ
、
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
絵
は
大

阪
に
住
む
絵
本
作
家
の
宮
崎
博
和
さ
ん
（
訂
）
が
担
当
し
、

ス
ト
ー
リ
ー
は
宮
崎
さ
ん
と
協
会
の
ス
タ
ッ
フ
と
が
一
緒

に
考
え
た
。

八
○
○
○
部
印
刷
し
、
販
元
店
が
五
○
○
○
部
を
一
般

書
店
で
販
売
、
三
○
○
○
部
を
協
会
で
販
売
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
協
会
で
は
一
般
の
お
母
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
に

も
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
「
絵
本
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。
一
冊
一
三

五
○
円
（
絵
本
代
千
円
と
送
料
三
五
○
円
）
を
協
会
に
送

り
、
届
け
先
を
指
定
す
れ
ば
、
協
会
か
ら
先
方
へ
こ
の
絵

本
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
「
加
年
前
に
こ

の
協
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
は
、
障
害
児
は
あ
わ
れ
み

や
、
か
わ
い
そ
う
な
子
ど
も
た
ち
、
と
い
う
見
方
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
今
は
も
う
そ
ん
な
時
代
で
は
な
く
、
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
も
と
づ
い
て
福
祉
を
文
化
へ
と
高

め
て
い
く
時
代
に
な
ら
な
け
れ
ば
。
そ
の
実
現
に
向
っ
て

こ
れ
か
ら
の
協
会
は
歩
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
」
と
ス

タ
ッ
フ
の
田
坪
直
さ
ん
は
言
う
。
そ
の
第
一
歩
の
ス
テ

ッ
プ
と
し
て
ま
ず
こ
の
絵
本
を
一
人
で
も
多
く
の
人
達
に

読
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
協
会
の
願
い
で
も
あ
る
。

（
財
）
兵
庫
県
心
身
障
害
児
福
祉
値
会
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
五
１
－
１
｜

神
戸
山
手
阪
神
ピ
ル
貧
○
七
八
’
三
八
二
－
○
一
一
九
四

１
１３７
１

灘 ､

.~…写電電Ｉ

畷
Ｆ
Ｆ
Ｒ
竪
騒
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騒
靭
訟
概
鮮

絵本作家の宮崎博和さん
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私
は
一
つ
の
仕
事
に
取
り
か
か
る
前
に
一
度
は
過
去
を
振
り
向

い
て
み
る
の
が
癖
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
格
好
良
く
言
え
ば
、
遠

い
ノ
ン
タ
ル
ジ
ァ
に
ど
っ
ぷ
り
身
を
沈
め
、
そ
の
中
か
ら
、
ふ
っ

と
沸
き
出
て
く
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
様
な
も
の
に
よ
っ
て
前
に
押
し

出
さ
れ
て
行
く
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
回
、
中
国
に
赴
い
た
の

も
、
そ
う
い
っ
た
も
の
の
様
に
思
え
る
。

昭
和
十
四
・
五
年
頃
、
私
の
母
の
兄
や
、
私
の
父
が
、
上
海
に

渡
り
事
業
を
起
こ
し
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。
伯
父
は
ガ
ラ
ス
工

場
を
、
父
は
中
華
鉄
道
に
、
長
崎
の
港
か
ら
、
舞
鶴
の
港
か
ら
、

東
支
那
海
と
日
本
海
と
を
、
渡
っ
て
い
っ
た
の
だ
。
五
十
年
に
近

い
昔
の
こ
と
で
あ
る
。

家
族
の
間
で
は
母
の
兄
の
こ
と
は
、
上
海
の
伯
父
さ
ん
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
中
国
の
方
を
二
千
人
社
員
に
持
ち
大
き
な
工
場
を
造

っ
て
い
た
様
で
、
父
は
古
き
良
き
時
代
の
華
鉄
マ
ン
で
あ
っ
た
。

日
本
が
、
第
２
次
世
界
大
戦
の
終
戦
を
迎
え
た
昭
和
二
十
年
の
翌

年
、
伯
父
の
会
社
に
い
た
中
国
の
方
々
の
暖
か
い
助
け
を
得
て
、

無
事
に
日
本
に
帰
国
出
来
た
様
子
を
、
幼
な
い
な
り
に
、
耳
に
し

理
解
し
て
い
た
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
思
い
出
す
。
私
が
、
人
の

心
と
心
の
畔
を
大
切
に
知
り
は
じ
め
た
の
は
、
そ
の
頃
か
ら
か
も

し
れ
な
い
。
又
、
立
派
な
黒
檀
の
硯
箱
、
置
物
、
支
那
の
シ
ル
ク

の
織
物
、
母
は
支
那
椴
子
と
、
喜
び
大
切
に
着
物
の
帯
に
し
た
り

私
の
他
所
行
き
の
洋
服
を
作
っ
た
り
し
た
。
当
時
、
支
那
か
ら
日

本
に
送
ら
れ
て
く
る
そ
れ
は
賛
沢
な
品
物
で
あ
っ
た
。
荷
物
の
宛

て
名
の
頭
に
は
、
常
に
、
大
日
本
帝
国
と
記
し
て
あ
り
、
荷
物
の

心

中
に
入
れ
ら
れ
た
一
通
の
手
紙
に
書
か
れ
た
途
て
つ
ま
な
い
雄
大

で
壮
観
こ
の
上
も
な
い
万
里
の
長
城
の
話
を
聞
か
さ
れ
て
は
、
そ

の
光
景
に
思
い
を
は
せ
、
一
度
は
そ
の
前
に
立
っ
て
み
た
い
と
、

幼
な
い
胸
を
と
き
め
か
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
三
年
前
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
に
め
ぐ
り
あ
え

た
。
私
の
母
校
、
神
戸
フ
ァ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
の
福
富
理
事
長
。
福

富
校
長
の
お
と
も
を
す
る
機
会
を
得
た
の
で
あ
る
。
北
京
で
の
校

長
の
講
演
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
は
、
国
境
を
越
え
た
交
流

に
胸
う
た
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
我
が
恩
師
を
こ
れ
ほ
ど
に
も
大

き
く
思
え
た
の
も
始
め
て
で
あ
っ
た
。
中
国
の
芸
術
学
校
の
学
生
、

洋
裁
学
校
の
生
徒
、
北
京
市
民
、
そ
の
中
に
胡
耀
邦
夫
人
（
元
主

席
夫
人
）
を
お
迎
え
し
て
の
講
演
だ
っ
た
。
そ
の
折
、
ご
同
席
申

し
あ
げ
た
私
に
、
夫
人
は
人
民
服
の
襟
元
に
隠
す
様
に
巻
か
れ
た

ス
カ
ー
フ
を
ち
ら
っ
と
、
お
見
せ
に
な
り
言
わ
れ
た
。
「
私
も
、

や
っ
と
こ
う
い
う
も
の
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
と
中

国
の
間
に
は
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
な
た
と
私
は
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
文
化
で
つ
な
が
れ
て
い
る
の
で
す
ね
」
私

は
、
こ
の
言
葉
に
感
動
し
た
。
そ
し
て
翌
日
は
天
津
に
行
き
李
天

津
市
長
様
に
会
食
に
招
か
れ
た
。
中
国
へ
は
、
あ
ま
り
派
手
な
色

は
着
用
し
て
行
か
な
い
様
に
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
が
、
私
は
あ
え

て
淡
い
ピ
ン
ク
の
ド
レ
ス
を
身
に
つ
け
た
。
市
長
は
私
に
、
「
中

国
は
日
本
に
四
十
年
お
く
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
衣
服
に
つ
い
て

も
、
す
ば
ら
し
い
技
術
は
持
っ
て
は
い
る
。
し
か
し
デ
ザ
イ
ン
カ

と
色
彩
感
覚
が
乏
し
い
。
あ
な
た
が
た
の
良
き
指
導
を
受
け
研
究

１
３８
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の
か
ｌ
と
言
葉
に
は
な
ら
な
い
．
シ
ョ
ー
を
終
え
て
夜
十
時

半
、
天
津
体
育
館
の
入
口
に
出
た
。
ホ
テ
ル
か
ら
の
迎
え
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
の
前
に
一
一
十
人
ほ
ど
の
若
い
男
性
が
私
を
待
っ
て
い

た
。
服
装
設
計
士
（
服
装
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
意
味
ら
し
い
）
と
皆
ん

な
握
手
を
求
め
て
、
手
を
さ
し
の
べ
て
く
れ
た
。
又
も
や
感
激
で

あ
る
。
最
後
に
父
親
が
幼
な
い
女
の
子
を
だ
き
あ
げ
て
、
服
装
設

計
士
に
さ
せ
た
い
、
あ
な
た
の
手
の
技
術
を
ｌ
と
涙
の
出
る
握

手
を
し
た
。
国
境
を
越
え
た
人
の
感
情
が
こ
れ
ほ
ど
に
も
、
き
め

こ
ま
や
か
に
心
の
ひ
だ
に
く
い
込
ん
で
く
る
も
の
な
の
か
。
あ
あ

こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
。
今
回
も
、
勇
気
を
出
し
て
中

国
に
来
て
、
よ
か
っ
た
。

天
津
か
ら
北
京
へ
、
夕
映
え
の
万
里
の
長
城
の
前
に
立
つ
。
も

う
初
冬
を
迎
え
、
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
眺
め
か
。
出
会
い
は
作
ろ

う
と
思
っ
て
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
一
瞬
一
瞬
を
大
切
に
生
き

て
こ
そ
、
そ
の
中
か
ら
見
出
せ
る
も
の
の
様
に
思
え
る
。
い
つ

又
、
ど
こ
で
、
私
に
こ
の
す
ば
ら
し
い
出
会
い
が
待
っ
て
い
て
く

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
中
国
の
女
性
も
、
美
し
い
色
を
着
、
す

ば
ら
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
造
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
」
と
言
わ
れ
た
。
私
の
脳
裏
を
色
々
な
こ
と
が
か
す
め
「
中
国

の
女
性
に
夢
を
」
と
、
こ
の
秋
、
再
び
中
国
に
渡
る
こ
と
を
決
め

た
。十

月
二
十
五
。
六
日
、
五
千
人
収
容
の
天
津
体
育
館
は
、
爆
発

す
る
ほ
ど
の
満
席
と
な
り
、
外
か
ら
は
窓
に
よ
じ
の
ぼ
り
見
て
い

る
人
達
、
優
雅
な
イ
ブ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
、
会
場

は
、
た
め
息
と
、
あ
つ
い
熱
気
に
わ
い
た
。
シ
ョ
ー
の
最
後
に
、

私
は
中
国
の
モ
デ
ル
に
押
し
出
さ
れ
る
様
に
体
育
館
の
中
央
の
舞

台
に
立
ち
、
マ
イ
ク
を
持
っ
た
。
「
中
国
の
皆
様
、
今
晩
は
、
よ

う
こ
そ
お
越
し
下
さ
い
ま
し
た
。
私
は
日
本
、
神
戸
か
ら
参
り
ま

し
た
。
今
年
は
天
津
市
と
神
戸
市
は
姉
妹
都
市
十
五
年
を
迎
え
、

記
念
す
べ
き
年
で
す
。
衣
服
の
文
化
を
通
し
て
も
っ
と
皆
様
と
、

友
好
を
深
く
結
ん
で
ゆ
け
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
謝
謝
（
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
上
わ
ず
か
、
三
十
秒
の
間
に
、
大
き
な
拍
手

と
、
熱
い
視
線
に
、
こ
ん
な
に
も
感
激
の
心
の
出
会
い
が
あ
っ
た

霞

霧

▲（上・左）筆者の亡き父。（写真・左）／（上・右）万里の長城／（中）
華やかなファッションショー／（下）天津市長と乾杯／

戦

1３９

角Ｈ

“
‐
『

i 霧蕊製鍵議 好

砧

霞＊

“、甥

;箪溌

ロ錨繊騨廿鰯易蕊

、
Ｌ
閥
園
田
や
》
潮

爵
驚

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


